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第
二
十
七
期
社
員
共
育
大
学
が
開
講
！

「
他
で
は
得
ら
れ
な
い
深
い
も
の
」

と
紹
介
。「『
学
び
方
の
習
慣
』
を
身

に
つ
け
、
自
ら
成
長
を
実
感
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
受
講
者

を
激
励
し
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加

経
営
者
に
対
し
て
も
、
同
友
会
な

ら
で
は
の
「
共
育
」
の
意
義
を
あ
ら

た
め
て
強
調
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
第
二
十
六
期
修
了
者
の

岡
山
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
・
八
木
悠

介
さ
ん
が
「
社
員
共
育
大
学
に
参

加
し
て
」
と
題
し
て
報
告
。
他
社
の

社
員
や
経
営
者
と
の
意
見
交
換
を

通
じ
て
多
様
な
視
点
に
触
れ
、
自

身
の
考
え
方
が
広
が
っ
た
こ
と
や
、

当
初
は
発
言
で
き
な
か
っ
た
グ
ル

ー
プ
討
議
で
も
積
極
的
に
意
見
を

出
せ
る
よ
う
に
な
り
、
主
体
的
に
行

動
す
る
大
切
さ
を
実
感
し
た
と
振

り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
今
日
は

こ
れ
を
学
ん
で
帰
る
」
と
い
う
目
標

を
持
っ
て
毎
回
参
加
す
る
こ
と
で
よ

り
成
長
を
実
感
で
き
た
こ
と
や
、
失

敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
重

要
性
を
伝
え
ま
し
た
。
受
講
後
は
、

相
手
の
立
場
を
尊
重
す
る
姿
勢
や
、

仕
事
の
優
先
順
位
を
意
識
す
る
習

慣
が
身
に
つ
き
、
業
務
に
も
変
化

が
生
ま
れ
た
と
語
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
㈱
サ
ン
キ
ョ
ウ–

エ
ン
ビ

ッ
ク
ス
執
行
役
員
の
蕪
木
誠
佳
氏

　
七
月
八
日
、
岡
山
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
に
て
、
第
二
十
七
期
社
員
共
育

大
学
の
第
一
講
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
期
は
十
九
社
か
ら
経
営
者
二
十
一

人
、
社
員
五
十
九
人
の
計
八
十
人
が

参
加
し
、
八
カ
月
に
わ
た
る
学
び
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
開
講
に
あ
た
り
、
岡
山
同
友
会
副

代
表
理
事
で
社
員
教
育
求
人
委
員

長
の
浅
野
浩
一
氏
が
挨
拶
に
立
ち
ま

し
た
。
社
員
共
育
大
学
で
の
学
び
を
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経
営
者
と
社
員
が
共
に
学
ぶ

�

八
カ
月
が
ス
タ
ー
ト

が
「
グ
ル
ー
プ
討
議
と
は
」
と
題

し
て
問
題
提
起
を
行
い
、「
グ
ル
ー

プ
討
議
は
単
な
る
意
見
交
換
だ
け

で
は
な
く
、
能
力
を
高
め
る
訓
練

の
場
」
と
説
明
。「
自
分
の
意
見
を

言
語
化
し
伝
え
る
」「
他
者
の
意
見

を
聞
き
価
値
観
を
更
新
す
る
」「
複

数
の
視
点
か
ら
課
題
を
捉
え
る
」

「
異
な
る
意
見
の
共
通
点
と
相
違
点

を
ま
と
め
上
げ
る
」
と
具
体
的
に

紹
介
し
、
こ
こ
で
経
験
を
積
み
、

組
織
の
対
話
の
質
を
高
め
て
自
社

で
頼
ら
れ
る
存
在
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
伝
え
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
今
回
の
報
告
を
聞
い

て
社
員
共
育
大
学
を
自
分
に
ど
う

活
か
そ
う
と
思
い
ま
す
か
？
」
の

テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
討
議
を
実
施
。

第
二
十
六
期
の
修
了
者
が
グ
ル
ー

プ
長
を
務
め
、
こ
れ
か
ら
の
目
標

や
将
来
の
自
分
の
姿
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

閉
会
の
挨
拶
で
は
、
㈱
ユ
ニ
コ
の

木
村
政
浩
社
長
が
登
壇
し
、「
自
己

開
示
と
相
互
理
解
を
深
め
、
共
に

成
長
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
社
員
共
育
大
学
は
そ
れ
が
学

べ
る
場
で
あ
る
」
と
伝
え
、
今
日

の
学
び
を
職
場
に
持
ち
帰
り
、
実

践
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
今
期
は
、
二
〇
二
七
年
二
月
の

第
八
講
ま
で
毎
月
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
員
経
営
者
の
方
は
見
学
参
加
も

可
能
で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は

同
友
会
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。�

（
o
）

入
会
し
た
て
の
頃
、『
労

使
見
解
』
を
手
に
し
た

時
の
こ
と
を
、
今
で
も

覚
え
て
い
る
。
ま
え
が

き
の
わ
ず
か
数
行
に
、

強
い
衝
撃
を
受
け
た
。

そ
の
後
も
ず
っ
と
こ
の

一
冊
を
カ
バ
ン
に
入
れ

て
持
ち
歩
き
、
幾
度
と
な
く
読

み
返
し
励
ま
さ
れ
て
き
た
。
読

ん
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
ま
え

が
き
に
あ
る
と
お
り
、
読
み
返

す
た
び
に
経
営
姿
勢
を
問
い
直

し
、
経
営
者
と
し
て
あ
る
べ
き

姿
を
引
き
出
し
て
く
れ
た
。
▼

最
近
、
入
会
し
た
ば
か
り
の
経

営
者
か
ら
「
同
友
会
は
他
の
経

営
者
団
体
と
何
が
違
う
の
か
」

と
聞
か
れ
る
こ
と
が
増
え
た
。

情
報
や
交
流
を
得
ら
れ
る
会
は

他
に
も
あ
る
が
、
半
世
紀
色
あ

せ
な
い
『
労
使
見
解
』
を
軸
に

人
を
生
か
す
経
営
、
す
な
わ
ち

人
間
尊
重
の
経
営
を
学
べ
る
会

は
他
に
な
い
。
▼
だ
か
ら
入
会

し
て
間
が
な
い
方
に
ぜ
ひ
こ
の

一
冊
を
手
に
と
っ
て
ほ
し
い
。

読
む
た
び
に
、
経
営
の
本
質
と

あ
り
方
に
向
き
合
え
る
本
だ
か

ら
。
そ
し
て
激
変
す
る
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
労
使
見
解
の
今
日

的
意
義
を
学
び
、
真
の
人
間
尊

重
の
社
会
を
広
げ
る
こ
と
が
私

た
ち
の
役
割
だ
。�

（
和
咲
）
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交
流
を
通
じ
て
仲
間
を
広
げ
る
　
同
友
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

〈
仲
間
づ
く
り
委
員
会
〉

新会員に同友会書籍とバッジを贈呈

仲間づくり委員会委員会紹介

　「一人でも多くの仲間を増やしたい」。そんな思い
で活動しているのが仲間づくり委員会です。
　委員会では、同友会オリエンテーションの企画・
運営や、入会を検討している方へ同友会の魅力を伝
えるための方法を話し合っています。オリエンテー
ションでは、同友会の成り立ちや活動内容を紹介

するだけでなく、会員が「入会して自社や自身がど
う変わったか」を自らの言葉で伝えています。実際
の体験談を聞くことで、同友会で学ぶ意義や活動の
魅力を身近に感じてもらうことを目的としています。
　仲間づくりは、単に会員数を増やすことではあり
ません。新しい仲間が増えれば、その分だけ新しい
経験や知恵、経営のヒントが集まり、会員同士の学
びもさらに深まります。また、多くの仲間が集まる
ことで、地域や行政に対する発信力も高まり、中小
企業を取り巻く環境の改善にもつながります。
　「良い会社をつくりたい」「良い経営者になりたい」
という思いを持つ仲間を一人でも増やすことが、地
域や企業の未来をより良くする力になります。仲間
づくり委員会は、その第一歩を支える役割を担って
います。� （s）

　
五
月
十
八
日
と
六
月
二
十
六
日
の
両
日
、
同
友
会
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
回
合
わ
せ

て
新
会
員
九
人
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
十
四
人
が
参
加
し
、

五
月
に
一
人
、六
月
に
二
人
が
入
会
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
本
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
新
会
員
に
は
会
の
活

用
方
法
を
知
り
支
部
の
仲
間
と
の
交
流
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
、
入
会
検
討
中
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
は
会
の

魅
力
や
雰
囲
気
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
定

期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
同
友
会
理
念
や
活
動
内

容
の
紹
介
、
経
営
者
に
よ
る
実
践
事
例
報
告
の
ほ
か
、

新
会
員
に
は
書
籍
『
人
を
生
か
す
経
営
』
と
同
友
会

バ
ッ
ジ
を
進
呈
し
て
い
ま
す
。

　
事
例
報
告
で
は
、
㈲
田
中
製
作
所
の
門
田
悦
子
氏

（
岡
山
同
友
会
代
表
理
事
）
と
㈱
サ
ン
キ
ョ
ウ–

エ
ン

ビ
ッ
ク
ス
の
浅
野
浩
一
氏（
岡
山
同
友
会
副
代
表
理
事
）

が
、
同
友
会
で
の
学
び
と
経
営
者
と
し
て
の
変
化
を

語
り
ま
し
た
。
門
田
氏
は
「
同
友
会
は
、
経
営
を
知

ら
な
か
っ
た
元
看
護
師

の
私
を
経
営
者
へ
と
成

長
さ
せ
て
く
れ
た
場

所
。
異
業
種
の
経
営
者

同
士
が
学
び
合
え
る
と

こ
ろ
に
魅
力
が
あ
り
、

経
営
を
科
学
的
に
分
析

し
改
善
に
つ
な
げ
る

ツ
ー
ル
も
充
実
し
て
い

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
浅
野
氏
は
「
同
友
会

は
経
営
者
の
姿
勢
が
変

わ
る
と
こ
ろ
。
責
任
感

か
ら
会
社
も
社
員
も
経
営
者
が
守
ら
ね
ば
と
思
っ
て

い
た
が
、
同
友
会
の
仲
間
か
ら
、
会
社
は
社
会
の
イ
ン

フ
ラ
で
あ
り
社
会
貢
献
の
場
だ
と
教
え
て
も
ら
っ
た
。

以
来
、
社
員
を
守
る
の
で
は
な
く
、
社
員
自
身
に
自

立
し
て
稼
ぐ
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
社
長

就
任
後
、
責
任
の
重
さ
に
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
先
輩

経
営
者
か
ら
「
も
う
逃
げ
ら
れ
ん
よ
。
で
も
、
あ
ん
た

な
ら
大
丈
夫
」
と
厳
し
く
も
温
か
い
助
言
を
も
ら
い
、

腹
を
括
る
こ
と
が
で
き
た
と
振
り
返
り
ま
し
た
。
経

営
指
針
を
立
て
計
画
的
に
経
営
を
行
っ
た
結
果
、
年

間
休
日
の
増
加
や
平
均
年
収
の
大
幅
な
引
き
上
げ
に

つ
な
が
っ
た
と
紹
介
し
、「
同
友
会
は
自
ら
考
え
て
実

践
し
て
い
く
と
こ
ろ
。
一
緒
に
強
い
会
社
、
良
い
会
社

を
目
指
し
て
い
こ
う
」
と
入
会
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
今
後
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
八
月
二
十
日
と
九

月
十
四
日
に
実
施
し
ま
す
。
入
会
を
お
勧
め
し
た
い

経
営
者
や
後
継
者
を
、
ぜ
ひ
お
誘
い
く
だ
さ
い
。�

�

（
O
）
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六
月
二
十
五
日
、
岡
山
市
内
に
お
い
て
グ
ル
ー

プ
長
学
習
会
が
開
催
さ
れ
、
二
十
七
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

来
年
二
月
十
八
、
十
九
日
の
両
日
に
開

催
さ
れ
る
「
中
小
企
業
問
題
全
国
研
究
集
会
（
略

称
＝
全
研
）」
を
充
実
し
た
学
び
の
場
と
で
き
る

か
は
グ
ル
ー
プ
長
の
力
量
に
か
か
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
る
た
め
、
本
学
習
会
は
そ
の
養
成
の
場
と
位

置
づ
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
全
研
ま
で
に
計
四

回
実
施
す
る
方
針
で
、
初
回
と
な
る
今
回
は
、
広

島
同
友
会
か
ら
合
同
呉
運
送
㈱
の
瀬
島
高
志
氏

（
グ
ル
ー
プ
長
学
習
会
専
任
講
師
）
を
お
招
き
し

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
瀬

島
氏
か
ら
グ

ル
ー
プ
討
論
の

マ
ナ
ー
や
意

義
、
グ
ル
ー
プ

長
の
役
割
に
つ

い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
瀬
島
氏

が
全
国
行
事
の

グ
ル
ー
プ
討
論

で
座
長
を
務
め

る
際
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な

投
げ
か
け
を
行

う
か
が
「
瀬
島

メ
モ
」
と
し
て

示
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
㈱
ク
リ
エ
イ
ト
岡
山
の
梅
田
光
悦
氏

に
よ
る
模
擬
報
告
を
受
け
、
模
擬
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
中
央
の
グ
ル
ー
プ
に
参
加
者
か
ら

六
人
が
選
ば
れ
て
前
に
出
て
、
瀬
島
氏
が
グ
ル
ー

プ
長
と
し
て
模
擬
討
論
を
実
演
。
要
所
要
所
で
解

説
を
加
え
な
が
ら
、「
瀬
島
メ
モ
」
に
忠
実
に
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
他
の
参
加
者
は
周
囲
に
集
ま
り
、

そ
の
進
行
方
法
を
熱
心
に
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
自
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
論
を
行
い
、
学
ん

だ
こ
と
を
確
認
。

　
瀬
島
氏
は
ま
と
め
と
し
て
、「『
瀬
島
メ
モ
』
は

あ
く
ま
で
私
の
解
釈
。
皆
さ
ん
自
身
で
自
分
の
メ

モ
を
作
り
、
全
研
だ
け
で
な
く
社
内
の
会
議
に
も

落
と
し
込
ん
で
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込

め
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
全
研
実
行
委
員
長
の
浅
野
浩
一
氏
が

「
今
回
を
皮
切
り
に
三
回
（
八
・
十
・
十
二
月
）
の

学
習
会
を
予
定
し
て
い
る
。
全
分
科
会
の
グ
ル
ー

プ
長
を
岡
山
で
担
え
る
く
ら
い
メ
ン
バ
ー
を
育
て

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
、
閉
会
し
ま
し
た
。�

�

（
s
）

グ
ル
ー
プ
長
学
習
会
を
実
施

全
研
岡
山
開
催
に
向
け
て

瀬島 高志氏

　7月10日に静岡で開催された中同協第1回幹事会において「第57回中小企業問題全国研究集会in岡山」
の開催概要と予算案が正式に承認され、表題や開催規模、参加費
等の詳細が決定しました。中小企業問題の本質は「企業のあるべ
き姿（理想像・理念）」と「現状」とのギャップであり、それを解
決するには、当の問題を引き起こしている「根本的な原因（真因）」
の特定が不可欠です。その上で、問題を解決するための行動（課題）
を起こさなければなりません。今回の全研は、議論を通じて私た
ちが企業家として成すべきこと、やらねばならないことに気づき、
今後の実践につなげる場にしたいと考えています。そして経営環

境が目まぐるしく変化する中、「自分たちの道
は自分たち自身の手で切り拓く」ことを念頭に
置き、地域の中小企業が永続的に発展する条件
を全国の仲間とともに「研究する機会」にした
いと考えています。表題に掲げた「いまを問い、
未来をつくる」にふさわしい集会の実現に向け
て、全会を挙げて取り組んでまいりましょう。

「いまを問い、未来をつくる」
第57回中小企業問題全国研究集会in岡山　� 実行委員長 浅野 浩一

（㈱サンキョウ-エンビックス）
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▶農業や食品関係の顧客が多いため、前年実績のある資材の調達は可能
だったが、新商品や包装紙材の見直しが実質できない状況になっており、
現状維持もしくはやや縮小傾向がある。7月からの資材の値上げが調達
先からあったので、顧客にアナウンスすることで、駆け込み需要があっ
たが、今年度は、新商品開発などは、慎重になっている機運になっており、
今年下半期の受注が減ることが懸念される。
▶中東情勢による原材料や消耗品の値上がりは一時的であってほしいと
思っていますが、価格が元に戻らないと判断すれば本格的に価格転嫁等
の対応策を考えていこうと考えています。
▶まだまだメーカーからの価格改定が行われる可能性が高い。
▶副資材等値上がりしたものは元の単価に戻らない。
▶エンジンオイルやシンナーなど、一時期は仕入れが出来なかったが、徐々
に入ってくるようになってきてはいる。ただ仕入れ金額はまだ当初より
2倍くらいの金額ではある。
▶輸送コスト（船運賃）の上昇。燃料、オイル、備品のコスト増加。納期
遅れ。販路転換。
▶原材料・資材の確保をどのくらいしておけばいいのか予測つかない。
▶材料の流通ストップや出し惜しみ、値上がりが困っている。
▶中小企業が資源や物資の歩留まりに一番の影響を受けてしまう社会構造
に問題あると思われます。
▶車両のエンジンオイルなどが入手しにくくある。消費財がとにかく値上
げが続いているので、仕入れ先を追加している。
▶システム開発は、今期の状況が来期の売上に影響します。中小企業の製
造業や倉庫業、運送業の業績状況を知りたいです。
▶原価の上昇、注射器や薬剤の医療資材の仕入れの不安が大きいです。
▶建築費の高騰による工事延期、工事中止が懸念されます。
▶原材料、資材、設備等の調達遅延等による生産切替えや代替え策の選択
肢に乏しい。
▶工作機械用工業油の入手が細くなった。停止にならないか心配している。
▶情勢如何によっては、大きな影響が出るかもしれないが、現状は細かい
戦略と社員意識の向上で対応できている。
▶今後、必要な資材は徐々に入手できるようになると思うが、それまでと
同等の価格帯ではなくなるので、さらなる原価高騰になると思う。
▶今後の投資計画の見直しが必要になる可能性がある。
▶必要な材料が入らない。物価高くなるが、価格単価できない。
▶異常なほど急激に物価上昇が起きている状況に、一部の大手企業が便乗
値上げや資材の目詰まりを意図的に起こして世の中を揺さぶっていると
思います。
▶自社保有機材レンタルのビジネスが中心なので、原材料における影響は

■賃上げ計画があった 135 社のうち、規模の抑制・見送りは 
36 社（26.7％）。

【7】中東情勢に関して行政や
金融機関等への要望（自由記入）

【6】中東情勢に関して
今後の経営上の懸念事項や困りごと（自由記入）

【5】国際情勢や物価・
コスト変動は、2026年の賃上げ方針に影響

しましたか（択一回答）

▶農家を応援する施策をとってほしい。岡山は、農業が一大産業となって
おり、AI がどれだけ導入されてスマート農業が進んだとしても、恩恵を
受けられるのは、大規模農家や企業主導の野菜工場のような業態に限ら
れるのでは？中山間地域や、小規模農家、家族経営の農家が、食卓を支
えている。自給率を上げるためにも、食糧の安定共有のためにも、地元
の農業・漁業を大切にする施策は、絶対に必要だと感じています。
▶政策金利が上がったとしても、中東情勢における経済変動対策資金の利
率に対しては、極力上昇しないよう抑えてほしい。
▶コロナの時と同じで弱いところが借りて、返済時に景気が元に戻らなく
なると金利が上昇したままになる。また中小企業が苦しい思いをすると
思う。
▶かなり影響は大きいので引き続き低金利融資などの支援や、物流を止め
ない（在庫を持っているのに出さない、金額を吊り上げているなど )取
組みをしてほしい。
▶輸出規制の最新情報提供。
▶自社がというより、特に建設業は業態によって、影響は甚大。近隣業種
への転換・進出（それに伴う相談や販路開拓）の支援に取り組んでいた
だきたい。
▶今も県や市町村、金融機関などで資金支援が行われていますが継続的な
支援を求めます。
▶通常通りの経済活動を行う状況に早く戻してほしい、原油等の目詰まり
解消。
▶地方ではなく政府に対してですが、米国に言うべきことは言ってほしい
です。
▶賃上げ要件を強制しない補助金を検討していただきたい。
▶燃料の補助金は、中途半端に行わず、単価が一定額水準をキープされる
よう実施していただきたい。
▶サプライチェーンの確保のため、支援策を望みます。
▶中東情勢だけに限らず、借入金利の低減や賃金格上げに伴う優遇制度の
拡充。
▶大きな情勢対応は良いと思いますが、賢明な施策はどんどん議決して、
引き続きおこなって頂きたい。
▶価格転嫁交渉の仕組みと体制の周知をもっと広めて欲しい。最新動向の
情報発信。
▶算定条件をそのままで診療報酬をあげてほしい。
▶適切な制度融資の運用をして頂きたい。
▶行政としっかり連携してリスケや融資等あらゆる手段で中小企業の倒産
を未然に防いでください。
▶中東情勢に限った話ではないが、行政案件の予算感がここ数年微増にと
どまっている。経済の活性化に伴い同規模の案件であれば予算向上の足
並みはそろえていただかなければ、民間のお客様とのバランスが取れな
くなってきている。
▶材料の目詰まりの原因となっている企業の公表。正常な原料の流通。
▶資金繰り支援、融資条件の緩和。原材料、エネルギーの安定供給。物価
高騰対策として賃上げする企業を支援、バックアップしてください。
▶大手による買い占めなど、独占的な取引をしている業者には何かしらの
制裁、または公表すべき　住宅の 70％以上は地場の工務店だと言う事
を頭にいれてほしい。
▶政府の大幅介入をお願いしたい。
▶診療報酬アップを。
▶ナフサが足りているのであれば、ナフサ不足による物不足が起こらない
よう、施策のご検討をお願いしたい。
▶期待していない。

少ないが世の中全体の経済の停滞が、弊社のクライアントである商業施
設や観光施設にどのように影響をするのかは軽視できない。
▶ナフサ関係（ビニール袋）の価格の高止まり。
▶シンナー等不足、入手困難な資源（例えば塗装など）に関する価格高騰
が懸念されて見積回答ができず何も進まない案件が多発。製造業では売
上計画が立たない。
▶大手による買い占めにより材料調達が難航、激増した。昨年と同じ生
産力で生産している材料だからなくなるはずがないのに、買い占めが起
こった為、ナフサ関係の材料が高騰になった。現在ではナフサが急落し
ている状況だが、材料単価も下がることがなく推移している為、今後の
家づくりにかなりの悪い影響がでることはいなめない。
▶資材から2月に大幅な値上げ要求があったにもかかわらず、7月にもナ
フサを理由とした大幅な値上げ通知が届きました。建築関係などでは資
材が倍近くになっているという話も聞いており、景気の良い会社が減っ
ていくことが懸念事項です。
▶主として石油製品を扱っているため、今後の見通しが未だに立たない。
▶作動油、レジンの入手困難。
▶原材料の確保
▶建築棟数の減少

詳細な結果は
ホームページに掲載します。
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岡山県中小企業家同友会・景況調査2026年4月-6月期
＜オプション調査＞中東情勢等による影響について

● 実 施 期 間：2026年6月22日−7月18日
● 調 査 対 象：岡山県中小企業家同友会会員企業
● 対 象 期 間：2026年4月-6月期
● 調 査 方 法：会員専用サイトアンケートにて配信、自計記入を求めた
● 回 答 企 業 数：481 社のうち 190 社
● 回 答 率：39.5％
● 地 域 内 訳／本社所在地：岡山地区 90、倉敷地区 56、備北地区 19、東備地区 11、津山地区 10、その他 4
● 従 業 員 数（中央値）：正規従業員 6.5 人、臨時・パート・アルバイト 2 人
● 回答企業内訳：製造業41、建設業23、流通・商業45、サービス業77、農業4

※小数点第 2 位四捨五入処理のため、構成比の合計が 100％にならない場合があります。

※設問【1】で「現時点でも今後も影響はない」「わからない」
以外を回答した方

＜「その他」の回答＞
・輸送コストの上昇
・【顧客からの受注減少・発注キャンセルを含む需要低迷】に
　近いですが、顧客の廃業。
・取引先の経営悪化によるコストカットの一環となる可能性
・投資資産の評価損

※設問【2】で「原材料・資材価格の上昇」「エネルギーコス
トの上昇」を回答した方

※設問【1】で「現時点でも今後も影響はない」「わからない」
以外を回答した方

・対策していないのではなく、対策できていないというのが実
　情です。
・為替の上げ下げを想定してドル通貨での預金口座開設。

■「一部しか転嫁できていない」「ほとんど転嫁できていない」
の合計は 52 件（44.8％）。

150 社の回答

【4】影響に対して、現在行っている対策（複数回答）

【1】中東情勢の変化は貴社の経営に
影響を与えていますか

【3】コスト上昇分の価格転嫁は
できていますか（択一回答）

【2】貴社が受けている（または懸念している）影響
（複数回答）

150 社の回答

116 社の回答
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見るたび
ワクワクするお店専用アプリをつくりませんか？

　
六
月
十
九
日
、
同
友
会
会
議
室（
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
）
に
て
女
性
部
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
女
性
部

の
活
動
内
容
や
役
割
を
知
る
と
と
も
に
、

六
月
四
日・
五
日
に
神
戸
市
で
開
催
さ
れ

た「
第
二
十
九
回
女
性
経
営
者
全
国
交
流

会（
女
全
交
）」
の
学
び
や
熱
量
を
岡
山

へ
届
け
、
女
性
部
活
動
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
企
画
さ
れ
ま
し

た
。

　
冒
頭
で
は
、
女
性
部
長
の
藤
井
幸
代

氏
よ
り
、
女
性
部
の
理
念
や
活
動
方
針

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
女
性
経
営
者
や

後
継
者
が
互
い
に
学
び
合
い
、
高
め
合
え

る
場
づ
く
り
へ
の
思
い
が
共
有
さ
れ
ま
し

た
。
続
く
第
一
部
で
は
、
女
全
交
第
二
分

科
会
で
報
告
者
を
務
め
た
㈱O

rb

の
河

井
七
美
社
長
と
、
座
長
を
務
め
た
㈱

Life C
apsule Factory

の
本
郷
理

英
子
社
長
が
登
壇
。
報
告
に
向
け
た
準

備
や
当
日
の
経
験
を
振
り
返
り
、「
報
告

を
通
じ
て
自
己
開
示
が
で
き
、
心
の
重

荷
を
解
放
で
き
た
」「
事
業
ド
メ
イ
ン
を

見
直
し
、
自
社
が
本
当
に
提
供
す
べ
き

価
値
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
機
会
に
な
っ

た
」
と
語
ら
れ
、
報
告
者
自
身
の
成
長

に
つ
な
が
る
全
国
行
事
の
価
値
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
女
全
交
参
加
者
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。

「
全
国
に
は
同
じ
悩
み
や
課
題
に
向
き
合

う
仲
間
が
い
る
こ
と
が
大
き
な
励
み
に
な

っ
た
」「
数
字
は
社
会
の
言
葉
。
経
営
者

と
し
て
向
き
合
う
大
切
さ
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
た
」
と
い
っ
た
学
び
や
、
全
国
の

女
性
経
営
者
と
の
交
流
で
得
た
気
づ
き

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、
参

加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
た
学
び
や
女
性

経
営
者
の
強
み
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
を

交
わ
し
、
全
国
の
熱
量
を
岡
山
へ
つ
な
ぐ

と
と
も
に
、
自
社
経
営
へ
生
か
す
ヒ
ン
ト

を
持
ち
帰
る
有
意
義
な
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
部
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

全
国
の
女
性
経
営
者
の
熱
量
を
岡
山
へ

La-shiku A
cadem

y

　
代
表
　
尾
﨑 

加
恵
（
岡
山
北
支
部
）

会員トピックス

　このたび、㈱ビサン（尾﨑進社長・
岡山南支部）は、経済産業省・中
小企業庁が選定する「はばたく小規

模事業者・中小企業300社」の「人への投資・環境整備」分
野に選出されました。同制度は、特色ある技術やサービス、
地域経済への貢献などを通じて、今後さらなる活躍が期待さ
れる企業を選定するものです。
　今回の選出では、社員がやりがいを持って挑戦できる職場
づくりや、人材育成・技術継承への取り組み、地域とのつな
がりを大切にした活動などが高く評価されました。具体的に
は、写真を多用したマニュアルの整備により、入社間もない
社員でも安心して業務に取り組める体制を構築していること
や、作業工程をタブレット端末で登録し、各担当者の進捗状
況を一元的に把握できる仕組みを導入していることなどが評
価されています。
　尾﨑社長は、「当社には外国人就労者も多く在籍しており、
その皆さんも含めてだれもが安心して力を発揮できるよう、働
きやすい環境づくりや仕組みづくりに取り組んできました。そ
うした取り組みを評価していただけたことを大変うれしく思い
ます。規模の大きな企業も多く選ばれる中で受賞できたことを
誇りに思うとともに、今後もより一層精進してまいります」と
喜びを語りました。（S）

㈱ビサンが「はばたく小規模
事業者・中小企業300社」
に選出

女
性
部
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョン 

感
想
よ
り
抜
粋

●
い
か
に
執
着
を
手
放
す
か
。
女
全
交
の
中
身
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
興
味
が
わ
き
ま
し
た
！

●
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
進
行
が
本

当
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
素
晴
ら
し
い
質
問
で

発
表
者
の
方
が
た
く
さ
ん
語
っ
て
く
だ
さ
り
大
変
有

意
義
で
し
た
。

●
女
性
部
の
会
は
、
表
面
的
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の

内
な
る
思
い
を
出
し
て
経
営
に
活
か
せ
る
部
だ
な
と

思
え
ま
し
た
。
短
絡
的
苦
痛
を
経
て
長
期
的
快
楽
を

得
ら
れ
る
よ
う
、
ル
ー
ル
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

●
女
性
と
し
て
の
良
さ
、
男
性
と
の
違
い
、
良
い
と
こ

ろ
を
伸
ば
し
な
が
ら
、
男
女
関
係
な
く
人
と
し
て
の

良
さ
も
活
か
し
た
経
営
を
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た

め
に
自
身
の
人
間
力
を
高
め
て
い
こ
う
と
思
っ
た
。
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　 第3回理事会報告　 第3回理事会報告
2026年7月28日＠岡山県生涯学習センター2026年7月28日＠岡山県生涯学習センター

	26年度方針に掲げた数値目標
■各支部例会参加率（前月実績）
（所属支部の例会に参加した支部会員数/支部会員数）
※支部会員数は6月理事会承認の値

岡山北支部	     14.2％	（23/162）
岡山南支部　  	20.3％	（28/138）
倉敷支部	　　  20.2％	（25/124）
作州支部	 0.0%	（-/19）
備北支部	　　  10.0％	（5/50）
東備支部	　　　34.2％	（13/38）

■e.doyuアクセス率（月平均値）
岡山北支部	 38.4%	
岡山南支部	 40.8%	
倉敷支部	 48.7%	
作州支部	 54.4%	
備北支部	 41.0%	
東備支部	 62.3%	
全体	 43.9%

■企業変革支援プログラム登録者
（2026年7月末日の登録）

岡山北支部	      1.9%	（3/162）
岡山南支部　  	 2.2%	（3/138）
倉敷支部	　　  19.4%	（24/124）
作州支部	 10.5％	（2/19）
備北支部	 　　  2.0%	（1/50）
東備支部	 　　　0.0％	（0/38）
全体	 33社

■経営指針書の事務局提出数
（2026年7月末日の提出）

岡山北支部	      0.6%	（1/162）
岡山南支部　  	 1.4%	（2/138）
倉敷支部	 　　  4.0％	（5/124）
作州支部	 0.0％	（0/19）
備北支部	 　　  0.0％	（0/50）
東備支部	 　　　0.0％	（0/38）
全体	 8社

■公開行事のオブザーバー参加人数
岡山北支部	 4	
岡山南支部	 8	
倉敷支部	 2	
作州支部	 14	
備北支部	 0	
東備支部	 6		
全体	 34人

■岡山同友会の主要な学習プログラム受講社数	
岡山北支部　　　　　4	
岡山南支部	 7	
倉敷支部	 4	
作州支部	 1	
備北支部	 2	
東備支部	 1	
今年度合計	 19社

（25年度受講社数42社）

会　員　紹　介新

ありい みき岡
山
北
支
部

〒700-0827
岡山市北区平和町3-4
TEL086-222-5157
各種タオル製品の販売・卸売、贈答用ギフト取扱い

事業後継者　荒尾　康平
こうへいあらお

（株）荒尾タオル
あらお

ありい みき岡
山
南
支
部

〒700-0943
岡山市南区新福1丁目1-48
TEL086-263-2900
税務調査、創業支援、融資に強い税理士事務所

代表　岩﨑　教男
のりおいわさき

いわさき税理士事務所
ぜいりしじむしょ

ありい みき

作
州
支
部

〒708-0872
津山市平福415
TEL0868-20-1779
リラクゼーション業（整体）、飲食業

代表取締役　畑　則子
のりこはた

（株）COREism
こあいずむ

ありい みき

作
州
支
部

〒708-1544
久米郡美咲町周佐
TEL080-5234-5781
法人向け従業員メンタルサポート、カウンセリング、ファイナン
シャル相談等

代表　榎本　尚子
なおこえのもと

ノワ・サージュ

ありい みき

作
州
支
部

〒708-1123
津山市下高倉西1203-1
TEL0868-22-6218
道路・交通事業（区画線や視覚障害者用ラインの設置等）、構
造物メンテナンス事業、水辺づくり（環境・ビオトープ事業）等

代表取締役　秋田　英次
えいじあきた

山陽ロード工業（株）
さんよう

ありい みき

倉
敷
支
部

〒710-0807
倉敷市西阿知町378-5
TEL086-697-6675
ネイルサロン、ネイルスクール

代表取締役　土橋　千春
ちはるつちばし

（株）ネイリストアカデミー

ありい みき岡
山
南
支
部

〒700-0975
岡山市北区今7-22-5
TEL080-5616-8818
整体、パーソナルトレーナー

代表　山口　夏生
なつきやまぐち

bodywork&care cuore
ぼでぃわーくあんどけあくおーれ

2026年7月
理事会承認分537名

現在の
会員数

会員情報の変更
（2026年７月末時点）

■㈱ヤマシタ 山下英一氏の役職を代表取締役会
長へ変更
■㈱ヤマシタ 山下直紀氏の役職を代表取締役社
長へ変更
■㈱ヤマシタ 齋藤功氏の役職を製造部 製造本部
長へ変更

　大西一夫副代表理事が議長に就任し、議
案を審議した。
○新任理事より自己紹介と抱負
　新任理事の山本達己氏より自己紹介と理
事就任に際しての抱負が述べられた。
○2027新春経営講演会の開催概要について
　正副代表理事会より提案。行政・金融・
オブザーバー・社員等との接点を維持強化し、
同友会の認知度向上と入会機会確保のため、
講演会をハイブリッド形式で開催する。講師
は近県の役員に依頼。設営の負担感を軽減
するため、実行委員会制と支部動員目標は設
けない。会場は岡山国際交流センターを想定。
懇親会は有志による簡素なものとする。審議
の結果、異議なく承認となった。
○他支部への紹介実績（入会に至ったもの）

の扱いについて
　正副代表理事会より提案。支部目標は設
けず、事実のみを理事会で情報共有する。そ
の際、紹介者のカウントは本人が申込書に記
載した方1人とする（複数の記載がある場合
は冒頭の方）。他支部への貢献度の高い支部
は定時総会で顕彰する。審議の結果、異議
なく承認された。
○委員会・部会の収支見込みと予算配分
　正副代表理事会より提案。各委員会・部
会から提出された活動収支見込みに基づき、
2026年度の予算配分案を審議した。今年度
は例年以上に財政が逼迫しており、総会で承
認された「活動収支200万円の黒字確保」と
いう年度予算に対し、各組織の赤字を全額
補填した場合は大幅にショートする見通しが
示された。そのため全体のバランスを優先し
た調整案が提示され、審議の結果、異議な
く承認となった。尚、秋に補正予算による再
調整を検討する。
○入退会の審議ほか
　仲間づくり委員会より7人の入会を提案し、
異議なく承認された。
○経営者フォーラム（兼・第3回全研グルー

プ長学習会）について
　全研実行委員会より開催概要を報告。表
題＝「今日は一日グループ討論三昧」、日程＝
10月14日（水）、会場＝岡山国際交流センタ
ー、参加費＝調整中。当日は一日を通してグ
ループ討論を反復練習できるよう設計。単に
模擬討論を実施するだけではなく、①グルー
プ長役をできるだけ多くの参加者に経験して
いただくこと、②参加者のフィードバックを通じ
てお互いの采配を振り返ること、③グループご
との気づきを全体で共有し比較検証すること
―の3点を重視した設計とする。
○その他確認・報告事項
◆活動報告および月次試算表を回覧◆中同
協幹事より第1回幹事会報告。第57回全研
in岡山の開催概要・分科会編成・全体企画・
予算案の全てが正式に承認◆浅野浩一実行

委員長より全研準備の進捗状況および今後
のグループ長学習会の予定について報告◆
戦略的かつ互恵的なパートナーシップの構築
を目的として岡山商工会議所に加入◆総会
議案に関連する会員からの再質問状への対
応について正副代表理事会より報告◆公式
Facebookページの開設を報告
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藤井＝�随分歴史があるそうですが、どれくらい昔か
らある会社なのでしょうか？

宮尾＝�設立は1892年ですが、創業はそれ以前にさ
かのぼると伝えられています。当社の歴史は、
明治時代にこの備前地域で採掘されていた「ろ
う石」との出会いから始まりました。

藤井＝�「ろう石」とはどのようなものですか？
宮尾＝�ろう石は、もともと小学校で使われていた石

筆の材料です。しかし、高温にも耐えられる
優れた性質があることが分かり、日本の近代
製鉄を支える耐火煉瓦の原料として大きな可
能性を秘めていました。その耐火煉瓦メーカ
ーとして1892年に設立されました。創業当
初は現在とは異なる経営体制でしたが、私の
高祖父が会社を引き継いで以来、代々この会
社を守り続けてきました。

藤井＝�耐火煉瓦は製鉄のどんな段階で使われている
のでしょうか？

宮尾＝�鉄をつくるには、鉄そのものよりも高温に耐
えられる材料が必要です。そのため、高炉や
コークス炉、転炉など、製鉄設備のあらゆる
場所で耐火物が使われています。

藤井＝�こちらで作られている耐火物はどのようなも
のがありますか？

宮尾＝�私たちの製品は一般の方の目に触れることは
ほとんどありません。しかし製鉄所だけでな
く、ガラス、アルミニウム、セメント、チタ
ンなどの製造設備や、ごみ焼却炉、火葬炉など、
高温を扱うあらゆる設備で使われています。
耐火物がなければ、日本の基幹産業は成り立
ちません。まさに「縁の下の力持ち」として
社会を支えています。また、耐火物は設置し
て終わりではなく、高温や摩耗によって徐々
に劣化するため、定期的な補修や交換が必要
です。私たちは製品を提供するだけでなく、
お客様の設備を安全かつ長く使っていただけ
るよう、技術と品質の向上に努めています。

藤井＝�設備も気を付けて入れ替えていかなければな
りませんね。

宮尾＝�そうなのです。設備の老朽化も進んでいるた
め、補助金も活用しながら更新を進めていま
す。最新設備を導入することで、生産性や品

質の向上につながりますし、若い人にも魅力
を感じてもらえる職場づくりにもつながりま
す。

藤井＝�社員さんに求めることはどのようなことでし
ょうか？

宮尾＝�一番は、誇りを持って働いてほしいというこ
とです。

藤井＝�そのために心掛けていることはありますか？
宮尾＝�長い歴史のある会社だからこそ、働きやすい

職場づくりを進め、若い社員にも「ここで働
きたい」と思ってもらえる会社にしていきた
いと考えています。

藤井＝�社長になって3年ですが、変えたことはありま
すか？

宮尾＝�売上だけでなく、利益や財務基盤も重視する
経営へと見直しを進めています。財務基盤が
しっかりしていなければ何もできません。現
在は利益体質への改善を進め、会社の体力を
つけることを重視しています。利益が出れば、
その成果は社員へしっかり還元したいと考え
ています。

藤井＝�先代から受け継いだ中で、特に価値があると
感じたものはありますか？

宮尾＝�先代の経営手腕、とりわけ必要な投資を実現
するための資金調達力には学ぶところが多い
です。会社を長く存続させるためには、技術
だけでなく経営の土台を支える力も欠かせな
いと実感しています。

藤井＝�今後の展望をお聞かせください。
宮尾＝�私たちがつくっているのは、単なる耐火レン

ガではありません。日本の産業を支える「見
えない基盤」をつくり続けることが、私たち
の誇りであり、創業以来変わらない使命です。
信頼を失わないよう、一つひとつの仕事を着
実に積み重ねていきたい。そして設備投資を
進め、次の50年を見据えた生産体制を整えて
いきたいと考えています。製鉄業だけでなく、
環境・エネルギー・リサイクル・新素材など、
高温技術が求められる新たな分野にも挑戦し、
創業以来培ってきた技術と経験を次世代へ受
け継ぎながら、日本のものづくりを支える企
業として歩み続けます。

魅力
発信!
NewFace☆

第46回

この連載では、よい会社・よい
経営者をめざして学び始めた新
会員にスポットライトを当て、
同友会でどんなことを学び、ど
んな企業をめざすかを語ってい
ただき、日々奮闘している会員
企業を紹介します。

【所在地】〒705-0132　備前市三石868
【TEL】0869-62-0541
【WEB】https://mtaika.jp/
【事業内容】耐火煉瓦の製造・販売

HP

代表取締役 宮尾 保道 氏
2024 年入会 / 東備支部

三石耐火煉瓦㈱

利益を未来へ

産業を支える耐火物

創業130年の歩み

誇りを感じられる職場づくり

次の50年、その先の未来へ

聞き手　NPOエリア・イノベーション　藤井 智晴、
㈱イケル　山下 秀男　

執筆　河合直哉行政書士事務所　河合 直哉





経営幹部、部門責任者、工場長、補佐役、チームリーダーやサブリーダーなどの

「部下がいる社員」と「経営者」が共に経営指針の実践と組織マネジメントについて学びます。

経営者とリーダーのための

マネジメント研修会（旧・幹部社員大学）

岡山県中小企業家同友会

社員共育プログラム

日程：2026年10月～2027年3月 （27年9月に第７回を実施）

会場：岡山国際交流センター、岡山県生涯学習センター、第1セントラルビル

会費：１組につき100,000円（第1回の宿泊費含む、テキスト代別途）

※旧幹部社員大学を修了した社員が再受講する場合：１組 75,000円 （同上）

※代表権を持つ会員経営者が初めて参加する場合 ：1組 80,000円 （同上）

※お支払い済の受講料は受講中止になった場合も含めて返金いたしかねます。

※第1回の宿泊は任意としますが、宿泊の有無にかかわらず会費は同額です。

締切：10月9日 15時 （最少催行企業数：6社）

研修会概要

対 象：会員企業の｢リーダー社員｣と｢経営者（代理も可）｣
※１社につき２組まで（県外の会員の方も可）。

※経営者の方は事前打ち合わせ（10/22 14:00～16:00）に必ずご参加ください。

準備物：当年度の経営指針（理念・方針・計画が揃ったもの）

ノートパソコン（受講幹部のみ、Microsoft Wordとメール機能が必須、第1回で使用）

テキスト：『人を生かす経営～中小企業における労使関係の見解（改訂版）』(中同協)

『経営指針成文化と実践の手引き』(中同協)

『新版・共に育つ（1～5）』(中同協)

『グロービスMBAミドルマネジメント』(ダイヤモンド社)

受講要件と準備物

※使用テキストは

注文書にてご案内します



テテーーママ（（予予定定））予予定定開開催催日日・・会会場場

経営者事前打合せ10月22日(木) 14:00～16:00 オンライン

自社を知る
10月24日(土) 10:00～ 10月25日(日) 13:00
会場：岡山国際交流センター

第第１１回回

部門を知る
11月28日(土) 13:00～18:30
会場：岡山生涯学習センター（予定）

第第２２回回

自分の役割を考える
12月19日(土) 13:00～18:30
会場：岡山生涯学習センター（予定）

第第３３回回

部下との関係を考える
2027年1月23日(土) 13:00～18:30
会場：岡山生涯学習センター（予定）

第第４４回回

自分と組織のアクションプラン①
2027年2月27日(土) 10:00～18:00
会場：第1セントラルビル1号館

第第５５回回

自分と組織のアクションプラン②
閉会後に有志懇親会（会費別途）

2027年3月27日(土) 13:00～18:00
会場：第1セントラルビル2号館

第第６６回回

アクションプランの振返り、修了式
2027年9月18日(土) 13:00～18:00
会場：【調整中】

第第７７回回

要件及び確認事項確認対象

同友会の会員です。（岡山同友会以外の方： 同友会所属）

経営者

当年度の経営指針（理念・方針・計画が揃ったもの）を受講幹部と共有しています。

経営者が出席できない場合は、できる限り経営者に準ずる者（非会員でも可）が代理出
席します（ただし代理出席の上限は3回まで）。

第1回研修会の少なくとも初日､第5回､第6回には必ず出席（代理出席を含む）します。

経営者事前打合せ（10/22）に出席します。

経営者用の課題は完記の上、期限までに提出します。

参加会費は請求期限までに一括全納します。

以下の場合は受講幹部が修了できないことを了承します。
・経営者が第1回研修会の初日、第5回、第6回のいずれかを欠席した場合
・上記以外の経営者の欠席（代理出席もない場合）が2回に及んだ場合
・経営者の代理出席の上限を超過する場合

「部門等の責任者およびそれに準ずる者」「経営者と本人の双方が幹部（候補）である
ことを認めている者」「チームリーダー・サブリーダー等」のいずれかに該当します。

受講幹部

以下の場合は修了できないことを了承します。
・第1回研修会の両日、第5回、第6回、第7回のいずれかを欠席した場合
・上記以外の欠席が2回に及んだ場合

提出課題は完記の上、定められた期限までに提出すること
※提出漏れ・白紙があった場合、その回は欠席したもの見做します（やむを得ず欠席せ
ざるを得ない回が生じた場合も、課題は期限までに提出すること）。

会会員員名名会会社社名名

会会員員ﾒﾒｰーﾙﾙｱｱﾄﾄﾞ゙ﾚﾚｽｽ
※岡山県外の会員のみ

受受講講幹幹部部役役職職
フフ リリ ガガ ナナ

受受講講幹幹部部氏氏名名

受講幹部ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

下記参加要件の全ての項目のチェックボックスにチェックを入れて下さい。
受講は全ての要件を満たす企業のみとさせていただきます。

岡岡山山県県中中小小企企業業家家同同友友会会 宛宛
FAX：086-225-3662 E-mail：info@okayama.doyu.jp

2266年年度度 ママネネジジメメンントト研研修修会会 ススケケジジュューールル（（予予定定））

受受講講申申しし込込みみ



岡岡山山県県中中小小企企業業家家同同友友会会  第第 5555 期期経経営営指指針針成成文文化化研研修修会会開開催催要要項項  
 
 
最少催行人数  受講者3人 ※カウント対象は参加費欄の①③④の方（②は最少催行人数に達した場合に、あわせて開催します） 

受 講 対 象  申込書記載の要件（全項目にチェック）を満たす全会員 

フォローメンバー   直前期までの研修会修了者のうちフォローメンバー就任要件を満たす者 

開 催 日 程   2026年10月～2027年3月 

予定会場 
※現地開催の場合  

 吉備高原リゾートホテル 
岡山県生涯学習センター 
岡山国際交流センター 

加賀郡吉備中央町吉川4860-6 
岡山市北区伊島町3-1-1 
岡山市北区奉還町2-2-1 

TEL 0866-56-7170 
TEL 086-251-9788 
TEL 086-256-2905 

 ※受講者数等に応じてオンライン開催に変更する場合があります 

参加費 
第2回の宿泊費・

食事代込み。 
テキスト代別途。

オンライン開催の

場合も同額。 

 ①①  一一般般（（11年年以以上上のの常常用用雇雇用用あありり））、、幹幹部部会会員員：：8800,,000000円円  
②②  11年年以以上上のの常常用用雇雇用用ののなないい方方：：6600,,000000円円 ※常用雇用後の再受講修了をもって研修会修了 
③③  一一般般修修了了者者のの再再受受講講：：4400,,000000円円 
④④  ②②のの受受講講者者のの常常用用雇雇用用後後のの再再受受講講：：2200,,000000円円  
（再受講申込時には受講証が必要。20,000円は初めて再受講する場合のみ適用、再々受講以後は③） 

※第2回研修会では宿泊希望の受講者のみ部屋を用意します（朝食付き、宿泊の有無にかかわらず参加費は同額）。 

指定テキスト 
（ 5 冊 ） 
※価格は26年6月

時点  

 中同協刊『経営指針成文化と実践の手引き』（2,000円） 
中同協刊『企業変革支援プログラム ver.2』（2,000円） 
中同協刊『人を生かす経営～中小企業における労使関係の見解』（500円） 
鉱脈社刊『経営理念～人と大地が輝く世紀に』／赤石義博著（1,200円） 
鉱脈社刊『人間力経営』／赤石義博著（1,600円） 

   
カカリリキキュュララムム編編成成ととススケケジジュューールル  ※変更になる場合があります  

 予定日時 各回内容と事前提出課題 予定会場 

第1回 10月9日（金） 
18:00～21:00 

・オリエンテーションと講義 
・「フェイスシート」「自社の歴史と自分の歩み検討シート」 
「年齢構成推移表」「組織図」 

国際交流センター 

第2回 
1日目 

11月14日（土） 
13:00～18:30 

・講義、課題シートの発表と質疑 
・「経営理念検討シート」「10年ビジョン検討シート」 
「労働環境分析シート」「事業継続分析シート」 吉備高原 

リゾートホテル 
第2回 
2日目 

11月15日（日） 
9:00～12:30 ・再作成した「経営理念検討シート」の発表と質疑 

第3回 12月12日（土） 
13:00～18:00 

・講義、課題シートの発表と質疑 
・「外部環境分析シート」「内部環境分析シート」「SWOT分析」 生涯学習センター 

第4回 1月9日（土） 
13:00～18:00 

・講義、課題シートの発表と質疑 
・「経営方針検討シート」「経営方針シート」 生涯学習センター 

補講 1月中旬 中期計画策定の勉強会 未定 

第5回 2月13日（土） 
13:00～18:00 

・講義、課題シートの発表と質疑 
・「中期経営計画」「中期利益計画表」 
「単年度計画」「月別損益計画」 

生涯学習センター 

第6回 
3月13日（土） 
13:00～ 

・発表用フォーマットの作成、社内発表に備えた模擬発表会 
・「作成にあたって」「我が社の略年史」ほか 国際交流センター 

18:00～ 有志懇親会（任意・各自清算） 未定 
 



岡山県中小企業家同友会 
E-mail info@okayama.doyu.jp 
FAX 086-225-3662 

第第 5555 期期経経営営指指針針成成文文化化研研修修会会  参参加加申申込込書書  
年   月   日 

社  名 役  職 氏  名 コース（いずれかに〇） 

   
［一 般］ 

［常用雇用なし］ 
［幹部会員］ 

［一般再受講］ 

［常用雇用後再受講］ 

 
以下の要件を遵守し、経営指針成文化研修会の受講を申し込みます。 

 
以以下下７７項項目目はは全全ててのの□□ににチチェェッッククがが必必要要でですす。。  

 

以以下下はは、、受受講講者者のの属属性性にに応応じじてていいずずれれかか一一つつににつついいてて、、右右欄欄全全ててのの□□ににチチェェッッククママーーククをを入入れれ、、必必

要要事事項項等等をを記記入入ししててくくだだささいい。。※全項目必須 ※①～④は参加費で示した番号  

①①一一般般（（11 年年以以上上のの常常用用雇雇用用あありり))  
「同居の親族ではない社員」か「同居の親族
ではないパート」を常用雇用している会員で
あり、社内で経営の決定権を持っている方
（代表取締役、代表、代表理事など） 
 

③③一一般般修修了了者者のの再再受受講講  
  
④④  ②②のの受受講講者者のの常常用用雇雇用用後後のの  
再再受受講講（（受受講講証証がが必必要要））  

□研修会修了後は、経営指針書を毎年更新するとともに、更新した

最新の指針書を経営労働委員会に提出します（第 6 回の課題提出

を最初の提出としてカウントします）。 

□（ 来期 ・ 来々期 ←←いいずずれれかか、、ももししくくはは両両方方にに○○）のフォロ

ーメンバーとして本申込書を以って参加登録します（修了できな

い場合や第 6 回課題に不備がある場合を除く）。 

②②11 年年以以上上のの常常用用雇雇用用ののなないい方方  
「同居の親族ではない社員」か「同居の親族

ではないパート」を常用雇用していない方  

□「同居の親族ではない社員」か「同居の親族ではないパート」を

常用雇用した上で必ず再受講し、研修会の修了を目指します。 

□研修会で作成した指針書は、以後毎年更新するとともに、更新し

た最新の指針書を経営労働委員会に提出します（第 6 回の課題提

出を最初の提出としてカウントします）。 

①①会会員員企企業業のの幹幹部部でであありり、、受受講講
者者本本人人がが会会員員ででああるる場場合合 
会員ではあるが、社内で経営の決定権のない

方（経営幹部、後継者など） 

□第 6 回終了後に必ず経営者に内容を報告します。 

□研修会修了後は、経営指針書を毎年更新するとともに、経営者の

了解を得た上で更新後の最新の指針書を経営労働委員会に提出

します（第 6 回の課題提出を最初の提出としてカウントします）。 

□（ 来期 ・ 来々期 ←←いいずずれれかか、、ももししくくはは両両方方にに○○）のフォロ

ーメンバーとして本申込書を以って参加登録します（修了できな

い場合や第 6 回課題に不備がある場合を除く）。 

・・理理由由のの如如何何をを問問わわずず、、一一旦旦払払いい込込ままれれたた受受講講料料はは返返金金ししまませせんん。。  
・・途途中中でで要要件件をを満満たたささななくくななっったた場場合合やや会会費費等等のの滞滞納納がが生生じじたた場場合合、、遅遅刻刻やや中中途途退退席席ががああっったた場場合合ななどどはは研研修修  

をを終終了了すするるここととががあありりまますす。。  

・・11 年年以以上上のの常常用用雇雇用用ののなないい方方がが一一般般等等のの修修了了要要件件とと同同等等のの条条件件をを満満たたししたた場場合合はは、、再再受受講講申申込込時時にに必必要要にになな
るる「「受受講講証証」」をを発発行行ししまますす。。  

□ 申込時点で、創業後 1 年以上が経過しています。 

□ 岡山同友会の会費（会合等の参加会費含む）の滞納がありません。 

□ 寄付金や行政による補助金を主たる収入としていません。 

□ 受講料・テキスト代は、請求期限までに一括全納します。 

□ 各回の課題シートは全項目を完記し、必ず定められた期限までに全て提出します。  

□ 第 1 回研修会、第 2 回研修会（2 日間とも）、第 6 回研修会（全日）に参加します。 

□ 上の各項を満たさない場合、ないし第 3 回～第 5 回の研修会の欠席が 2 回に及んだ時点で、今回の
研修を終了します。※課題シートの提出漏れ・白紙があった場合、その回は欠席したものと見做します。  

申込締切：1100 月 22 日  











会場：ホテルグランヴィア岡山・岡山コンベンションセンター会場：ホテルグランヴィア岡山・岡山コンベンションセンター

主催：中小企業家同友会全国協議会 設営：岡山県中小企業家同友会

2
0
2
7
2 （木

）

（金
）

１３時開会 １２時閉会

会費（※交通費・宿泊費別）
懇親会参加：30,000円
懇親会なし ：19,000円

※会費について、消費税法基本通達5-5-7に該当する共同行事のため
課税仕入れにはしないようにお願いします。

タイムスケジュール（予定）

2月19日（2日目）2月18日（1日目）

全体会開会9:00分科会開会13:00

全体会閉会12:00分科会閉会17;30

懇親会開会18:30

懇親会閉会20:00

第57回第57回

中小企業問題
全国研究集会

中小企業問題
全国研究集会

in

今今をを問問いい、、未未来来ををつつくくるる





岡山県中小企業家同友会
倉敷支部８月例会のご案内

毎月第3水曜日は
倉敷支部例会♪

知らない世界へ、飛び込んでみよう︕︕
やらされ承継者の事業存続への葛藤と決心

コンベックス岡山 2階中会議室6 ＆ ZOOM

■企業情報
所在地：倉敷市連島町連島33-17
設 立：1992年3月
事業内容：帳票に関するパッケージソフト及び、

クラウドサービスの開発・販売・保守、受託販売

〒701-0165 岡山市北区大内田675 Tel 086-292-6111

高校進学からアイ・コン入社まで、父の言葉に従ってきた山本氏。自分のやりたいことが分からないま
ま、「会社の存続のために」と事業承継します。しかし、目の前にはカリスマワンマン社長の指示通りに
動いてきた社員たちと先代からの「お前は何もやってない」の一言でもがき苦しむ自分がいました。
最初は仕方ないと引き受けた支部例会の報告者でしたが、「このままでは会社を残せない」と自らやら

され感から脱却するために、自分なりの視点でカテゴリーⅥに取り組み、取り組みを通じて父に対する考
え方が変わる瞬間に出会います。
経営者は企業の社会的責任を果たすために、何をきっかけにどんな挑戦をするのか。
承継を受ける立場の方だけでなく、受け渡す側の方、「受身社員の気持ちがわからない」と悩む経営者

にも問い掛けたい内容です。

参加会費︓500円
（※現地・オンライン一律）

※会費は後日請求。締切後のキャンセルの場合も
会費をご負担いただきます。

※例会後、有志参加による懇親会を予定しています。
（現地のみ・予算約4500円・現金のみ）

※zoomURLは締切までにお申込みの方へ別途メールにて送付します。（ ） 2026年

18:30〜
21:00

申込締切
8/18

岡山県中小企業家同友会事務局
E-mail：info@okayama.doyu.jpTEL：086-222-7473 FAX：086-225-3662

お申込み・問い合わせ

■企業変革支援プログラムVer2
中小企業が持続的な成長と発展を実現する
ために、経営課題の具体化の方法と実践事
例を示した自社の経営課題分析ツール

（A4判 価格2,000円）

申込みは【e.doyu】もしくは【申込みフォーム】からご登録ください。
※申込みフォームから登録した方には、受け取り確認のシステムメールが送付されます。

★オブザーバーとしてご参加いただけるのは中小企業経営者、事業後継者、取締役以上の幹部社員の方、行政・
経営支援機関・金融機関の職員の方です。会員企業の社員の方も役職に関わらずご参加いただくことが可能です。

★本申込内容は､岡山県中小企業家同友会の管理のもとに、参加者名簿・今後のご案内等に活用させていただきます｡

申込みはこちらから









詳細は裏面へ▶

お客様とのつながりをもっと身近に

ポイントカードも、クーポンも

ぜんぶアプリで完結！

サンコー印刷株式会社
Aiming for the future together with

スタンプカードアプリで
あなたのお店で使えるアプリ

見るたび
ワクワクするお店専用アプリをつくりませんか？

来店の

きっかけづくりに

お得な情報を

スピーディーに

クーポン・ポイント

全部一括でアプリ
に

リピーターの

獲得に

岡山県中小企業家同友会 会員の皆様へ



スタンプカード機能

ポイントに応じた特典設定も！

✓

✓

来店ごとにポイントがたまるスタンプカードで、
リピーターを増やせます

リピーターの獲得に

お知らせ・ニュース機能

✓
✓
基本機能も充実

来店のきっかけづくりに

プッシュ通知・
キャンペーン配信

お得な情報や新商品情報をリアルタイムで発信
※WEBアプリには対応しておりません

✓

✓

新メニューやイベント情報を直接お客様の
スマホにお知らせ

お得な情報をスピーディーに

オールインワン管理

お客様も管理が便利

✓

✓

スタンプカード、クーポン、情報発信が
アプリひとつで完結

〒719-1137  岡山県総社市駅南一丁目1番地5

TEL 0866-93-2121
FAX 0866-93-9601 E-mail eigyo@sankopr.co.jp

サンコー印刷株式会社
Aiming for the future together with

サンコー印刷
WEBサイト
お問い合わせ
フォーム

お客様の“再来店率”アップ！

SNSと連携して“新規集客”に！

お客様とのつながりを
“アプリ”で育てます

「気になる」「話を聞いてみたい」だけでも OK！ お気軽にご相談ください

完全フルオリジナルアプリや
インストール不要のWEBアプリも制作できます

クーポン・ポイント全部一括でアプリに

NEW

クーポンやお得な情報で、来店を後押し



中小企業の
成長・発展につなげる

活用AI

中小企業家同友会全国協議会（中同協）

独立行政法人中小企業基盤整備機構

業務改善から事業変革へ、安全で実効性ある活用を考える

オンラインセミナーのお知らせ

■ 日 時 年2026 8月27 日(木) 13:20~16:35
■ 会 場 オンライン（ ）Zoom
■ 対 象 中小企業家同友会会員・ 事務局

■ ポイント 生成 をビジネスで活用するために必要な知識を習得できます。生成 をAI AI

実際に使用することで、自社に活用するヒントを得ることができます。

■ タイムスケジュール

～ 開講式・オリエンテーション13:20 13:30

～ 生成 とは何か、その実際を学ぶ13:30 15:00 AI

～ 生成 サービスの活用 【 基本編】15:00 16:30 AI

～ 閉講式16:30 16:35
■ 講 師

岩岡 博徳氏

（ 株式会社カレッジフェイス代表取締役）

■ 申込先 フォームよりお申込みください。Google

   https:// forms.gle/QzPoqAuw1364TJ dT9

■ 問合先 ご不明な点は中同協事務局（担当：横山・池田）まで
お問い合わせください（ ／ ）。03-5829 -9335 jimu@doyu.jp

※ 本事業は、中同協企業連携推進連絡会と中小機構が共同で行うもので 、会員・事務局の皆さまに 広く
ご参加いただけます 。会費等はございません。

中小企業診断士、 コーディネータ、東洋大学大学院経営学研究IT
科特任教授。 総合電機メーカー系商社で経営企画などに従事し、

年に経営コンサルタントとして独立開業、 年に法人化し代2004 2008
表取締役に就任した。
自社でのマネジメント改革を通し、 による業務効率化や事業計IT

画策定、 型マネジメント導入を得意とする。 現在は事業承継PDC A
を行い、省庁や都県等の公的機関、金融機関を通して数多くの中小
企業支援を行っている。

申込締切
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